
特集 21世紀の
産業都市モデルを目指して 表紙「四日市の文化財」

　　　四日市旧港港湾施設

スマートフォンなどを使えば表紙に関連する動画が見られます（見方は13ページの「広報紙で動画を見よう」をご覧ください）スマートフォンなどを使えば表紙に関連する動画が見られます（見方は13ページの「広報紙で動画を見よう」をご覧ください）

7 編集・発行/四日市市役所広報広聴課
〒510-8601 四日市市諏訪町1番5号
市役所電話番号案内 ☎354-8104

NO.1408　7月上旬号
平成26年（2014年）7月5日発行



　四日市市は、日本屈指の規模を誇る石油化学コンビナートや世界最先端、世界最大級の半導
体工場をはじめ、自動車・電機・機械・食品など多様な企業が集積する国内有数の産業都市です。
　製造品出荷額等は、全国1,721市区町村の中で11番目（平成24年工業統計）に位置し、本
市における税収と雇用の源泉となっています。
　昨年、学識経験者や企業経営者からなる「四日市市産業活性化戦略会議」が設置され、今後
の産業活性化についてさまざまな議論が交わされました。今年3月には、それらを取りまとめた
提言書が、市長に提出されました。
　今回の特集では、その提言を踏まえ、四日市市が官民一体となって、21世紀の日本の産業
都市モデルを目指していく姿を紹介します。

四日市JCT
（新名神、東名阪、伊勢湾岸）

四日市港ポートビルからみたコンビナート

２１世紀の
産業都市モデルを目指して

２１世紀の
産業都市モデルを目指して

特集/産業の活性化

内陸部の半導体工場

水沢地区の茶畑
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　四日市市は、日本の真ん中に位置し、道路交通網の充実
や、四日市港の存在、さらには中部国際空港へのアクセスの
良さなど、産業立地に関して恵まれた環境にあります。
　その産業は、明治以降、綿紡績から、羊毛紡績、そして石
油精製・石油化学へと展開し、近年は半導体に代表される
高度部材供給拠点へと変化を遂げています。まさに四日市
市の産業の歩みは、日本の産業展開の縮図といえます。

　四日市港は、原油や天然ガスなどのエネル
ギーやバルク（バラ積みの貨物）、コンテナを総
合的に扱う国際貿易港であり、中部圏の産業を
支える物流の要です。
　平成29年度には、臨港道路霞４号幹線が完成
する予定となっており、今後、名古屋港とともに
「国際産業ハブ港」として一層の発展が見込まれ
ます。

恵まれた立地を背景に

培われてきた“躍進への力”

　平成30年度開通予定の新名神高速道路（四日市JCT～亀
山西JCT）や、平成32年度開通予定の東海環状自動車道
（西回り全線開通）など、交通インフラは飛躍的に向上します。
　さらに、その先には平成39年のリニア中央新幹線（東京～
名古屋）の開通も控えており、人・モノの流れが日本で最も活
発な地域になることが期待されています。

近い将来、人・モノの流れが
より一層活発に

　昭和30年代から40年代にかけて、石油化学コンビ
ナートが形成され、工場からの排煙や排水による四日
市公害が発生しました。
　公害の解決に向け、高煙突化や全国初の硫黄酸化
物の総量規制など、行政と企業のパートナーシップによ
る、先駆的な取り組みが進められました。
　また、「四日市地域公害防止計画」に基づき、昭和46
年度から平成22年度までの８期にわたって、企業による
脱硫・脱硝装置などの公害防止機器の開発・導入や、
行政による公共下水道や緑地などのインフラ整備が実
施されました。総投資額は9,837億円に上ります。
　これらの取り組みの結果、昭和51年度には、二酸化
硫黄の濃度は市内全域で国の環境基準をクリアするよ
うになりました。
　経済活動と環境改善を両立させた四日市市のこうした

環境改善の経験を生かして

建設が進む臨港道路霞４号幹線

モノづくりを支える物流の要
四日市港

取り組みは、貴重なノウハウとして蓄積されており、アジア
の新興工業国などに対して国際貢献も果たしています。

■「公害防止計画」に基づく投資額（企業および行政による投資総額）

第1期（昭和46～52年度）

第2期（昭和53～57年度）

第3期（昭和58～62年度）

第4期（昭和63～平成2年度）

第5期（平成3～7年度）

第6期（平成8～12年度）

第7期（平成13～17年度）

第8期（平成18～22年度）

8,000

6,000

4,000

2,000

0

投資総額 9,837億円
投資額（億円）
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時代の変化にも対応

郊外の丘陵地で開発が
進められた団地（三重団地）

■市内に設けられている
　子育て支援センターと
　在宅介護支援センター

　四日市市は、西に鈴鹿山脈、東に伊勢湾を望む豊か
な自然に恵まれており、公害発生を契機に、「住工分
離」を目指して、郊外の丘陵部における住宅団地開発
が進みました。
　特に、公的セクターが先導して住宅団地開発を行っ
た結果、比較的安価で良質な住宅供給がなされ、高度
経済成長期以降、就業人口増加の受け皿となってきま
した。結果として、市の人口は増加基調で推移してきま
した。
　また、子育て支援や教育、高齢者施策などの各種生
活サービスも充実しており、市民が安心して豊かな生
活を享受できる環境が整っています。
　このような生活の質の高さ（クオリティ・オブ・ライフ）
が、四日市市に人材の集積と企業立地を促進し、産業
発展を支えてきたといえます。

質の高い居住環境の形成

　近年、企業の生産拠点の海外移転が進み、産業
の空洞化が懸念されるようになりました。　　　
　四日市市でも、平成13年に石油化学コンビナート
の根幹を成すエチレンプラントが停止するなど、大
きな環境変化に直面しました。
　こうした状況を受け、企業と市、県が「四日市市
臨海部工業地帯再生プログラム検討会」を組織し、
産業再生に向けた検討を進めるとともに、平成15
年4月には、「技術集積活用型産業再生特区」とし
て、日本で初めてのコンビナート特区の認定を受け
ました。また、企業立地奨励制度や民間研究所立地
奨励金など、さまざまな産業振興施策も打ち出して
きました。
　これら官民挙げての取り組みが奏功し、製造業で
は、環境の変化に柔軟に対応し、従来の汎用品から
少量・多品種・高付加価値の製品への転換が進み
ました。

産業再生に向けた取り組み
　また、研究開発機能と実証工場も備えたマザー工場（※）
化も進みました。石油化学コンビナート地域における機能化
学品や内陸部における半導体など、地域全体が日本を代表
する高度部材供給拠点となっています。

地域全体が高度部材供給拠点に

　四日市市には、モノづくりを支えるすばらしい技術を有した中
小企業も多く存在しています。高い技術力により海外でも成功
を収め、その利益を国内に還元している中小企業もあります。
　また、今後は、IT分野や都市型産業などでも、多様な新規
ビジネスが創造されることが期待されています。こうした状況
に対応するためには、産業を支える優秀で多彩な人材の育
成が必要であり、ベンチャー支援やシニア世代の知識・経験
の有効活用なども重要課題となっています。

産業を支える優秀な人材育成を

●：子育て支援センター
●：在宅介護支援センター

※マザー工場…研究開発機能や実証工場を兼ね備え、拠点的生産
機能を有する各企業の基幹工場

地域全体が高度部材供給拠点に

タッチパネル用
フィルム
タッチパネル用
フィルム

携帯電話端末携帯電話端末

リチウムイオン電池の電解液リチウムイオン電池の電解液

半導体半導体
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四日市市が目指すべき産業都市の姿
～「四日市市産業活性化戦略に関する提言書」より～

日本の産業界をリードする「アジア随一のクオリティ産業都市」

産業活性化戦略（今後検討を進め、具体化していく施策例）

特集/産業の活性化

モノづくりの質的転換と
マザー機能化の
より一層の推進

環境共生型
先端工業都市

臨海部工業地帯等の
再生高度化戦略

中小企業・
ベンチャー企業・

新産業の競争力強化戦略

多様な人材を引きつける
魅力ある都市基盤・
居住環境整備戦略

●三重県最大の拠点都市の顔となる近鉄四日市駅前広場の整備推進
（例：近鉄四日市駅西口広場の整備計画策定に向けた具体的検討など）

●近鉄四日市駅周辺への高度な都市機能の集積
（例：関東・関西・名古屋圏の企業の支店機能の誘致）

●特区の活用などによる規制改革や、各種申請における審査期間の短縮

●臨海部工業地帯における未利用地の積極的な活用を促す仕組みづくり
（例：企業内工業団地の整備に対する支援）

●海外人材の研修などの支援

●新たな人材の呼び込み（例：ビジネスコンテストの開催、創業後の出口支援）

●市内在住の企業ＯＢによる地域貢献
（例：企業ＯＢによる技術・経営相談の場の整備）

●中小企業の海外展開への全面支援（例：戦略的姉妹都市提携に向けた検討）

今までの経験を生かし
アジア新興工業国の
産業振興への貢献

国際産業
振興都市

多様な産業創造に
取り組める
人材の集積

起業家育成都市
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今こそ、四日市市の
産業活性化を図る絶好の機会

中京大学
理事・総合政策学部教授

奥野 信宏さん

中京大学
理事・総合政策学部教授

奥野 信宏さん

リニア開通も控え、大きな飛躍のチャンスリニア開通も控え、大きな飛躍のチャンス

〈四日市市産業活性化戦略会議に参画いただいた皆さんから〉〈四日市市産業活性化戦略会議に参画いただいた皆さんから〉

　四日市市は、多様な産業が集積するとともに、公害
発生後の環境改善により、快適なまちづくりを成し遂
げてきました。この経験は、アジアをはじめ世界の中で
モデルとなり得るものと考えています。

　また、新たな産業の集積も期待される中で、東京～名古屋間、さらに大阪までのリニ
ア中央新幹線開通により、“超巨大都市圏”が形成されることとなります。その中心に中部圏

が位置することから、四日市市は、産業面で非常に恵まれた環境にあるといえます。まさに、大きな飛躍の
チャンスであり、今回の提言に基づき、自信を持って取り組んでいただくことを期待しています。

●四日市公害を契機に、環境改善を
成し遂げた成果を生かす
●産業構造の質的転換に成功してき
た経験を生かす
●企業と行政の強い一体感で課題解
決に取り組む風土を生かす

産業再生に向けた取り組み

●飛躍的に向上していく産業立地環境
（高規格道路網の充実、天然ガスパイ
プラインなどのエネルギーインフラの
充実、リニア中央新幹線の開業など）
●良好な居住環境と生活環境の充実
（自然豊かな住宅団地、充実した子育
て支援、先駆的な高齢者サービス、防
災対策や文化振興など）

さらなる発展に向けて
着眼すべき視点

●顕在化する企業遊休地を次なる発
展に生かす
●環境改善の知識・技術をアジア新興
工業国などへの技術移転に生かす
●国による新たな成長戦略において
「日本の産業都市のモデル」として
位置づけられるよう働きかける

産業界を取り巻く状況を
戦略策定の絶好の機会に

中京大学中京大学中京大学
理事・総合政策学部教授理事・総合政策学部教授理事・総合政策学部教授

奥野 信宏奥野 信宏奥野 信宏さんさんさん

リニア開通も控え、大きな飛躍のチャンスリニア開通も控え、大きな飛躍のチャンスリニア開通も控え、大きな飛躍のチャンス

〈四日市市産業活性化戦略会議に参画いただいた皆さんから〉〈四日市市産業活性化戦略会議に参画いただいた皆さんから〉〈四日市市産業活性化戦略会議に参画いただいた皆さんから〉

　四日市市は、多様な産業が集積するとともに、公害

　また、新たな産業の集積も期待される中で、東京～名古屋間、さらに大阪までのリニ
ア中央新幹線開通により、“超巨大都市圏”が形成されることとなります。その中心に中部圏

が位置することから、四日市市は、産業面で非常に恵まれた環境にあるといえます。まさに、大きな飛躍のが位置することから、四日市市は、産業面で非常に恵まれた環境にあるといえます。まさに、大きな飛躍の
チャンスであり、今回の提言に基づき、自信を持って取り組んでいただくことを期待しています。

災対策や文化振興など）

株式会社伊藤製作所
代表取締役社長

伊藤 澄夫さん

株式会社伊藤製作所
代表取締役社長

伊藤 澄夫さん

高い技術で海外に進出し、国内に利益還元を高い技術で海外に進出し、国内に利益還元を

　日本の製造業の技術力は、アジアの中で突出し
ていますが、数年後には、その差が急速に縮まって
いくものと考えます。また、アジアでは、市場が飽和
状態になりつつあることから、日本の中小企業が
海外展開するのは、この２～３年がラストチャンスと考えます。
　海外に進出をすることにより、国内の産業が空洞化するのではないかという声もありますが、決してそうで
はありません。高い技術力に基づき海外で展開することは、日本本社の体力を高めることにつながり、国内
に利益も還元できます。四日市市内には技術力のある中小企業が多く、工業都市四日市の強みを国内外に
示すチャンスです。

株式会社伊藤製作所株式会社伊藤製作所株式会社伊藤製作所

高い技術で海外に進出し、国内に利益還元を高い技術で海外に進出し、国内に利益還元を高い技術で海外に進出し、国内に利益還元を

　海外に進出をすることにより、国内の産業が空洞化するのではないかという声もありますが、決してそうで
はありません。高い技術力に基づき海外で展開することは、日本本社の体力を高めることにつながり、国内はありません。高い技術力に基づき海外で展開することは、日本本社の体力を高めることにつながり、国内

委員長委員長

委 員委 員
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名古屋

東京

東京国際空港（羽田）県営名古屋空港

関西国際空港

神戸

東海北陸自動車道

北陸自動車道

名神高速道路

中央自動車道

三遠南信自動車道

中部横断自動車道

舞鶴若狭
自動車道

関西国際空港関西国際空港関西国際空港関西国際空港関西国際空港関西国際空港関西国際空港

神戸神戸神戸神戸神戸神戸神戸神戸神戸神戸神戸神戸

舞鶴若狭舞鶴若狭舞鶴若狭舞鶴若狭舞鶴若狭舞鶴若狭舞鶴若狭舞鶴若狭舞鶴若狭
自動車道自動車道自動車道自動車道自動車道自動車道自動車道自動車道

ＪＳＲ株式会社 特別顧問

吉田 淑則さん
ＪＳＲ株式会社 特別顧問

吉田 淑則さん

克服すべき課題に向け、官民一体でロードマップを

　日本の製造業の海外生産・売上高比率が急増
し、産業の空洞化が避けられない状況にあります。
特に、地方の活性化のためには、官民一体の取り
組みが喫緊の課題と考えます。
　大量生産型の事業から高付加価値化やマザー工場化を目指した、研究開発・製造技
術確立の拠点として、立地、環境、人材に恵まれた四日市市は、日本でも稀有な好条件を備えています。
　四日市市が、その特性を生かし産業活性化戦略に具体的に着手されたことは、時宜を得たものと考えま
す。克服すべき課題はありますが、ロードマップを示したうえで、官民一体となって着実に実現に向けた取
り組みを進めていただくことを期待しています。

ＪＳＲ株式会社 特別顧問ＪＳＲ株式会社 特別顧問ＪＳＲ株式会社 特別顧問

吉田 淑則吉田 淑則吉田 淑則さんさんさん

克服すべき課題に向け、官民一体でロードマップを

　大量生産型の事業から高付加価値化やマザー工場化を目指した、研究開発・製造技
術確立の拠点として、立地、環境、人材に恵まれた四日市市は、日本でも稀有な好条件を備えています。
　四日市市が、その特性を生かし産業活性化戦略に具体的に着手されたことは、時宜を得たものと考えま　四日市市が、その特性を生かし産業活性化戦略に具体的に着手されたことは、時宜を得たものと考えま
克服すべき課題はありますが、ロードマップを示したうえで、官民一体となって着実に実現に向けた取
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研究所 代表取締役社長

野原 佐和子さん

株式会社イプシ・マーケティング
研究所 代表取締役社長

野原 佐和子さん

多様な産業を充実させ、市民にとって魅力的な街に多様な産業を充実させ、市民にとって魅力的な街に

　実績のあるモノづくりに加えて、今後
はITや環境など、多様な分野での新産業
の進展が大いに期待されます。また、医
療・福祉、教育、育児支援、飲食、健康・美
容、文化活動支援など、市民の暮らしを豊かにする産業をより充実させていく必要
があります。
　そのためには、市内外から人材を集められるビジネスコンテストなどの施策を進めることが急務と考えま
す。特に、学生が課外授業の成果を発表する場を設ければ、関連人材の育成にもつながると思います。そし
て、市民にとって魅力的な豊かな暮らしのできる街になることが何よりも重要と考えます。
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　今回のテーマである産業活性化の目的は、本市の発展と市民の幸福に他なりません。産業が活性化し、多くの
人が集まり、市民の笑顔とともに都市が持続的な発展を遂げていく。そんな未来をイメージしていただき、本市の
産業の今後に期待を寄せていただければと思います。（政策推進課 矢澤、工業振興課 山下、広報広聴課 木塚）

編集後記

広報広聴課 354-8244  FAX 354-3974
政策推進課　　354-8112  FAX 354-3974●この特集についてのお問い合わせ・ご意見は



泗翠庵は、鵜の森公園内にある、木造平屋建て、
数寄屋造の本格的な茶室です。
茶道をはじめとする日本古来の伝統文化に親し
むことができる場の提供と、伝統文化の振興を図
ることを目的に、平成6年7月6日に造られました。

　気軽にお菓子とお抹茶で一服できるいす席の
茶席「立礼席」があります。　　10時～16時(入席
は15時40分まで)　　 400円

11月3日(祝) 小間・広間・立礼席の全館を使った
　　　　　　　薄茶の振る舞い（無料）
12月7日(日) 炭点前(※)を楽しむ集い（有料）
※炭点前＝炉の中に炭をつぐ所作のこと

「全国小京都和菓子めぐり」
　毎月第２日曜日は、全国の小京都と呼ばれるま
ちから取り寄せた和菓子を30個限定でお出しし
ています。

　米国ロングビーチ市、中国
天津市の姉妹・友好都市な
どからのお客様をお迎えす
る、おもてなしの場、迎賓館と
しても活用されています。

　茶道教授連盟の協力で、
席の入り方、お茶のいただき
方などの作法を、お菓子と先
生のたてたお茶をいただきな
がら学びます。

〈交通案内〉
近鉄四日市駅下車
徒歩５分

〈休館日〉
月曜日。ただし、祝日
の場合はその翌日。
年末年始(12月29
日～1月3日)

し すいあん

す き や

りゅうれいせき

て まえ

平屋建て、

茶道をはじめとする日本古来の伝統文化に親し茶道をはじめとする日本古来の伝統文化に親し
むことができる場の提供と、伝統文化の振興を図むことができる場の提供と、伝統文化の振興を図むことができる場の提供と、伝統文化の振興を図
ることを目的に、平成6年7月6日に造られました。
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至 名古屋

至 津

　気軽にお菓子とお抹茶で一服できるいす席の

誰でも利用できる？

予約なしで、どなたでも利用できます

20周年ならではの行事は？

「20周年記念茶会」を実施します

8 ●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は 文化振興課　 354-8239  FAX 354-4873
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　右図のように、「平均寿命」と、元気で
自立した生活ができる期間「健康寿命」
には、大きな差があります。一人ひとりが
日ごろから、食事や運動などの生活習慣
に気を付けて健康を増進し、健康寿命を
延ばしましょう。

■平均寿命と健康寿命の差〈出典 厚生労働省「健康日本21(第2次)の推進に関する参考資料」〉

各地区市民センターなどで、介護予防
の体操やレクリエーションなどを開催
しています

市内12カ所の公園で、生活習慣病予
防のための運動をしています

調理実習を通じて食生活の改善や食
育推進活動をしています

市では、一人ひとりの健康づくりを地域で応援する取り組みとして、自主的に介護
予防を行えるよう自主グループの育成や健康ボランティアの養成などを行っています。「自分のまちを健康にしたい！」
そんな思いの人たちが集まり、集会所や公園で健康づくりの輪を広げています。
　皆さんも身近な地域で健康づくりを始めませんか？皆さんに参加いただける場は、各地区市民センターだより、楠総
合支所だよりや市のホームページで紹介しています。

（年）

自分のまちを健康に！

介護予防
ボランティア

生活習慣病予防
ボランティア

食生活改善
ボランティア

ヘルスリーダー ステキ健康サポーター 食生活改善推進員（ヘルスメイト）

松寺・お達者クラブの様子

元気元気
■平均寿命と健康寿命の差■平均寿命と健康寿命の差

元気元気元気元気元気元気元気
長生き長生き
でで

■平均寿命と健康寿命の差■平均寿命と健康寿命の差■平均寿命と健康寿命の差■平均寿命と健康寿命の差

長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き長生き！！
男性

女性

60 65 70 75 80 85 90

79.55

86.30

70.4270.42

73.6273.62

9.13年9.13年

12.68年12.68年

平均寿命と健康寿命の差

介護予防
自主グループ

みんなと一緒が楽しいね♪
地域の仲間と目指せ
みんなと一緒が楽しいね♪
地域の仲間と目指せ

　市の「地域でお達者クラブ」を利用したの
がきっかけとなり、現在は月2回、毎回約20
人の参加で開催しています。ラジオ体操やス
トレッチ体操をするだけでなく、さまざまな健
康情報についてお話ししています。このクラ
ブが、町の健康づくりの場や親睦を深める場
になればいいと思っています。地元への恩返
しのつもりでこれからも頑張っていきます。

（   　　）

平均寿命

健康寿命
日常生活に
制限のない期間

介護予防

介護予防
自主グループ がきっかけとなり、現在は月2回、毎回約20

人の参加で開催しています。ラジオ体操やス
トレッチ体操をするだけでなく、さまざまな健
康情報についてお話ししています。このクラ
ブが、町の健康づくりの場や親睦を深める場
になればいいと思っています。地元への恩返
しのつもりでこれからも頑張っていきます。

松寺・お達者クラブ
（大矢知地区）

代表 大久保 　さん隆

9●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は 健康づくり課　 354-8291  FAX 353-6385

市民協働で進める健康づくり
プラス
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→

○みんなの様子を見ながら
昭和55年９月から、スポーツ教室の講師を始めまし

た。今では、スポーツ教室以外にも、市内の他の施設で
講師をしています。
教室に参加している人の３分の２がリピーターとな

り、みんなで楽しくトレーニングをしています。
参加しているみんなの様子を見ながら、踊る楽しさを

感じてもらえるように考えて、トレーニングの時間を調
整しています。

他にも、出張講
習の依頼を受け
て、市内のさまざ
まな団体に教えに
いくこともありま
す。

○楽しく踊れる振り付けを
市制100周年をきっかけに始まった「おどりフェスタ」

の基本となる振り付けを考えた時は、おみこしを担ぐイ
メージを入れるなど、とにかく楽しく踊れる振り付けに
したいと思い、この振り付けにしましたが、踊りに正解
は無いので、踊る楽しさを感じてほしいと思っています。
その中には、子どもを対象とした、「リトルおどりフェ

スタ」もあるので、幼稚園などにも出張して教えていま

す。
「おどりフェスタ」
では、アレンジされ
た踊りも見ることが
できますので、それ
ぞれの団体の個性を
生かした踊りを楽し
んでもらえると思い
ます。

○飛び入り参加も大歓迎
楽しいことが大好きなので、これまでもさまざまなグ

ループと一緒に、各地で行われるイベントなどに参加し
てきました。
大四日市まつりではモデルグループとして踊っていま

すが、みんなと一緒に楽しみたいという思いから、沿道
の人にも「一緒に踊ろう！」と声を掛けています。飛び
入り参加も大歓迎です。
今年のおどりフェスタは８月２日です。みんなで一緒

に大四日市まつりを盛り上げていきたいと思っていま
す。
皆さんの参加をお

待ちしています。 大四日市まつり実行委員会事務局
（緯354－8481 胃354－8483）

問い合わせ先

おみこしを担いでいる様子を
イメージした振り付け

大四日市まつりの恒例イベント「おどりフェス
タ」の基本となる振り付けを考えた杉町恵美子さん
に元気の秘訣を聞きました。

杉町恵美子さん
すぎ まち え み こ

トレーニングの様子

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：７月11日〜８月10日 ９：00・19：30
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市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

◆里山保全活動
約20年前から、大日山から曽井山を通って谷田池に続く一帯の保全活

たに だ いけ

動を進めています。
散策コース沿いには、春は桜、秋には紅葉というように、季節を感じ
ることのできる樹木が多くあり、自然の草花、野鳥の声や姿も楽しめます。案内看
板や住民手作りの「お休み処」もあり、どなたでも気軽に歩くことができます。
毎年３月には、小学６年生による卒業記念植樹が行われ、植樹された木は子ども
たちと共に年々大きく育っています。
また、自然の中でのアウトドアクッキングをはじめ、若い世代が里山に親しめる
行事を数多く開催しています。

◆サイホン式水路
年間を通じて安定した水量のある矢合川の水を、隣接する

や ごう がわ

三滝川の下をくぐって、反対側の水田に送るための灌漑用水
かん がい

路です。
古くから、三滝川の北側に広がる水田にとって、欠かすこ
とのできない設備です。

◆神前神社のお木曳き
ひ

国道477号バイパス沿いに、地区の名前の由来になった神前神社があり
ます。
神前神社では20年に一度、伊勢神宮の式年遷宮で撤去された鳥居の古材
を拝受し、その御用材を運び込む「お木曳き」の行事が行われます。
この「お木曳き」は約400年の歴史があり、そろいのはんてんを着た町民
が引き綱を手に手に持って並び、華やかで威勢のいい行列になります。全員
で木遣り節に合わせて大声で掛け声をかけて町内を練り歩き、神社の石段を

き や ぶし

台車ごと引き上げる様子は勇ましく、見物の人も思わず声が出るほどです。
今年はその20年に一度の年にあたり、みんなこの行事を楽しみにしています。見物も大歓迎ですので、ぜひお越し

ください。日程が決まり次第、詳しい内容をかんざき地区ホームページ（˙̇̇HPｈｔｔｐ://ｗｗｗ2.ｃｔｙ-ｎｅｔ.ｎｅ.ｊｐ/〜ｋａｎ
ｚａｋｉ/ｉｎｄｅｘ.ｆｉｌｅｓ/ｓｌｉｄｅ0001.ｈｔｍ）に掲載します。

本市のほぼ中心に位置し、南に三滝川、北に大日山
だい にち やま

から曽井山
そ い やま

へと続く広大な里山に囲まれた緑の多いのどかな地区です。

卒業記念植樹

住民が主役
豊かな自然と心の絆を育むまち

神前地区市民センター
（緯326－2751 胃325－2070）

問い合わせ先<最後に>
このように自然と心の絆を大切に、まちづくりを進めています。皆さんに神前
地区へお越しいただき、その良さを体感していただきたいと思います。

平成６年のお木曵き
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風水害は、地震と異なり、大雨や
台風の到来予測をすることができま
す。
まずは、テレビやラジオなどで最
新の気象情報を確認することが大切

です。例えば、
台風情報は数日
前から確認でき
ますし、注意報
や警報は市町村
単位で発令され

ます。その上で、崖下や河川のそば
のような危険な場所から離れ、自宅
に早く帰り様子をみるなど、早めの
行動をとりましょう。
また、自宅周辺で過去に浸水があ
ったかなど、地域の環境を知ること
や、事前に側溝や雨水桝の清掃を行

ます

っておくことが、水害の軽減につな
がります。
本市においても、いつどこで災害
が発生するかわかりません。市では、
的確な災害情報を得ていただくため、
個人の携帯電話に災害時の緊急情報
をメールで配信する「四日市市防災
メール」という情報配信サービスを

提供しています。市の災害対策本部
からの情報や避難場所の確認などが
できます。ぜひ、この機会に登録し
てください。
携帯電話から下記のＱＲコードを
読み取ってアクセスすると登録画面
になります。
詳しくは、危
機管理室まで
お問い合わせ
ください。

～風水害に備えよう～

危機管理室
（緯354－8119 胃350－3022）

問い合わせ先

→ →

食中毒はお店だけではなく、家庭
の食事でも発生しています。食中毒
予防の三原則は、「①つけない、②増
やさない、③やっつける」です。こ
れらのポイントを守り、家庭での食
中毒を予防しましょう。
①つけない
食品に細菌やウイル
スをつけないように、
しっかり手洗いを行いましょう。特

に調理を始める前や、魚・肉などを
扱った後、トイレに行った後などは
必ず手を洗いましょう。
包丁やまな板などの調理器具も、

使ったら洗浄、消毒をしましょう。
②増やさない
食品についた細菌を
増やさないようにしま
しょう。出来上がった
料理は、早めに食べましょう。残っ
た食品は、清潔な容器に入れ、冷蔵
庫や冷凍庫で保存しましょう。
なお、冷蔵庫に入れても、細菌は
ゆっくりと増殖しますので、冷蔵庫
を過信せず、早めに食べることが大

事です。

③やっつける
食中毒の原因となる
主な細菌は、加熱によって死滅しま
す。食品の中心部を75℃で 分以上1
（ノロウイルスは、85℃～90℃で90
秒以上）加熱しましょう。

衛生指導課
（緯352－0592 胃351－3304）

問い合わせ先

→ →

～食中毒に気をつけましょう～

あなたがキラメク健康づくりのヒントをお伝えします。今月は、
「食中毒予防」についてです

災害の被害は、家庭や地域の身近な工夫の積み重ねで減らせます。こ
のコーナーでは、防災・減災に役立つヒントをご紹介していきます。

「四日市市防災メール」
登録サイト
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今年度の表紙のテーマは、
「四日市の文化財」です。

■問い合わせ先 広報広聴課
（緯354－8244 胃354－3974）

四日市旧港港湾施設は、1996（平
成 ）年に港湾施設としては全国で8
初めて国から重要文化財の指定を
受けました。49カ所の五角形の水
抜き穴を持つ防波堤は「潮吹き防波
堤」と呼ばれ、稲葉三右衛門翁築造
の防波堤が暴風雨などによって破
損したため、1894（明治27）年に築
造されたものです。 大小 列の堤が並び、小堤で弱められ2

た波が大堤で受け止められ、大堤に設け
られた水抜き穴から流れ出す仕組みに
なっています。

最寄りの稲葉翁記念公園には、潮吹き
防波堤のレプリカがあります。ボタンを
押すと、波が発生し、防波堤が波を受け、
水が抜ける仕組みを見ることができます。

●「まるごと四日市」のサイトの広報紙の
メニューを起動して、この「こにゅう
どうくん」のイラストや表紙の「広報
よっかいち」のロゴにスマートフォン
などをかざせば動画が見られます

※利用には無料アプリ「junaio」のイン
ストールが必要

四日市市のゆるキャラ®
「こにゅうどうくん」

下のQRコードを読み取って、
オリジナルアプリ「まるごと四日
市」のサイトにアクセスしてね！
今回は、「内部・八王子線」を
紹介するよ！

「まるごと四日市」
のサイト

広報紙で動画を見よう

あなたの大好きな四日市の写真を募集！
ご応募は、住所、名前（ふりがな）、電話番号、コメント
とともに、メールか郵送、直接、〒510−8601 広報
広聴課（市役所８階 緯354−8244 胃354−3974
糸ｋｏｕｈｏｕｋｏｕｃｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｙｏｋｋａｉｃｈｉ.ｍｉｅ.ｊｐ）へ。
選定の上、広報よっかいちで掲載します（ご応募いただ
いた作品は返却しません）。

葛葛三ツ谷町にお住まいの西井富士子さんからの投稿
三ツ谷町の堀川菖蒲園です。「満開の花のそばを通ると、

しょうぶ

清々しい気分になります」と、とても爽やかな写真を送っ
ていただきました。

葛葛松原町にお住まいの野呂志げ子さんからの投稿
富洲原四・九の市です。スイカやトマト、イチジクなど、

し く

旬の青果が店頭に並んでいます。市場のにぎやかな声が聞
こえてくるような一枚です。

市民の皆さんから市内のす
てきな風景や、その風景を
バックにしたお茶目なお子
さんなどの写真を寄せてい
ただくコーナーです。今回
はどんな写真かな？



■人口 312,688人［５月末日現在（前年比−653）］ ■火災件数 ９件［５月分（前年比−１）］ ■交通事故件数 879件［５月分］

７月上旬号広 報
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中国大使ご一行の来訪 「国道477号四日市湯の山道路」開通式

皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、国民健康保険料（率）

の引き下げについてのお話をしま
す。
国民健康保険は、被保険者の皆

さんが、必要な時に必要な医療を
安心して受けていただくことを目
的に、市が運営する制度で、皆さ
んから納めていただく保険料や市
の繰入金、国・県支出金などで医
療費を負担しています。
このたび、これまでの決算収支

を踏まえ、被保険者の負担軽減を
図るとともに、制度の安定的な運
営を進めるため、平成26年度の保
険料を、１人あたり平均で、年間
１万円ほど引き下げました。
さらに、所得が低い方々への制

度改正として、保険料軽減の判定
基準額の一部を拡大し、保険料の
負担軽減を図りました。
一方で、医療費は、被保険者の

高齢化や医療の高度化により、今
後も増大していくことが予想され
ています。
従って、皆さんが健やかに暮ら

せる環境を維持していくため、生
活習慣病の予防や病気の重度化・

重症化の防止を目的とした保健事
業の充実を図っていかねばなりま
せん。
今後とも、本市の国民健康保険

制度の安定的かつ健全な運営と市
民の健康寿命の延伸を目指し、施
策を進めてまいります。

国民健康保険料（率）の引き下げ

四日市市長
田中 俊行

５月23日（金）、中国の程永華大使、葛廣彪駐名古
てい えい か かつ こう ひょう

屋総領事をはじめとする関係者の方々が、本市の先
進的な環境保全に対する取り組みについての視察の
ため、訪問されました。
私から、大気汚染による四日市公害の発生とその
後の取り組み、特に経済発展と環境保全を両立する
まちづくりについてご紹介しました。
大使ご一行は、意見交換の後、環境学習センター
を視察されるとともに、コンビナートと共存してい
る現在の本市の姿を実際にご覧になり、理解を深め
られた様子でした。
今回の訪問が、中国における環境改善への取り組

みの一助につなが
ればと強く願って
います。

５月24日（土）、「一般国道477号四日市湯の山道
路開通式」が高角町で盛大に開催されました。
この道路は、四日市市の中心部と菰野町を結び、

東名阪自動車道や新名神高速道路、北勢バイパスと
のネットワークも形成する主要幹線道路であり、北
勢地域の産業や防災の面においても重要な役割を果
たします。
今回、高角町からミルクロードまでの4.4kmが開
通したことにより、湯の山街道の渋滞緩和のみなら
ず、四日市市と菰野町の交流がより活発になり、さ
らに高速道路で遠方から訪れる方々にも両市町の魅

力を気軽に
楽しんでい
ただけるも
のと、大い
に期待して
います。大使（左）に本市の

取り組みを紹介する
市長（右）
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